
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

１７日間の冬休みが終わり、令和５年度を締めくくる、１年間のまとめとなる３学期が始まりました。今

日からまた、学校教育目標である「知性を磨く 心豊かな たくましい生徒」を目指し、それぞれの学年や

学級の仲間とともに、北川辺中学校での生活を頑張っていきましょう。 

さて、２０２４年が明けました。新しい年の始まりです。新しい年への希望や目標をもって生活したいも

のです。そこで、１月は「決意する月」と捉えてください。一年の始まりですから、「決意」をしましょう。   

特に、次の２つの「決意」です。 

  ①  「３学期」の決意を固めましょう。 ②  「令和６年、２０２４年」の決意を固めましょう。   

 「決意」とは、心や気持ちを決めることです。「決意」とは、自分の考えをはっきり決めることです。「決

意」とは、考えを決めて覚悟することです。 

 ３学期は「こんなことをがんばりたい」と決めましょう。３学期は「こんなことに力を入れたい」と決め

ましょう。今年は「こんなことに努力する」と決めましょう。今年は「こんなことを優先する」と決めまし

ょう。「努力したいこと」「がんばりたいこと」「力を入れたいこと」「前向きに考えたいこと」「全力を尽くす

こと」「何よりも優先すること」など、何でもいいのです。自分にとって、より困難なことを求めていきまし

ょう。そして、覚悟をしましょう。それが１月です。それが年の始めです。それが「決意の月」1月です。 

次に、冒頭にも書いたとおり、３学期は「１年間のまとめ」の学期です。 

 ３年生の皆さんは、３月１５日の卒業式を終えると、４月からは新たな進路先での生活がスタートします。

新しい環境で何かを始めることは、それだけでも大きなエネルギーが必要となります。中学校に入学すると

きにそうだったように、期待と不安が入り交じった複雑な心境になっていくと予想します。   

 ２年生の皆さんは、４月から、最上級生となります。大変立派である３年生のよさを受け継ぎ、北川辺中

の「顔」として、どのような最上級生になっていけばよいのでしょうか。 

 １年生の皆さんは、２年生に進級します。新入生が入学してきます。「先輩」となります。先輩として、後

輩に対して、どのように接してあげたらよいのでしょうか。 

 このように、３学期が終わり４月になると、みんなそれぞれに立場や状況が変わります。北川辺中学校の

職員も、変わる可能性があります。そうした変化がある中で、「今までと同じ」ことの繰り返しでは通用しな

いこともあるはずです。ですから、３年生はこの３学期の４７日間を、１・２年生は５３日間を大切にして

ほしいのです。新しい立場や状況に対応できるように、１年間のまとめをしっかりと行ってください。そし

て、足りないところは補ってください。 

北川辺中学校の先生たちは、そうしたみなさんの頑張りを精一杯サポートします。３学期は、３年生にと

って進路選択となる入試が本格的に始まります。今を大切に、諦めることなく、努力を積み重ねてください。

３月１５日の卒業式以外には、１年生の「スキー教室」、２年生の「小江戸川越への校外学習」、「３年生を送

る会」などの行事もあります。１・2学期に培ってきた「団結力」を発揮し、仲間や先生方と力を合わせ、

充実した３学期にしてほしいと思います。もし、勉強のこと・友達のことなど、心配なことがあったら、一

人で抱え込まず、ご家族・友人・先生方・相談員さんなど、相談しやすい人に相談をしてください。 

３学期も、それぞれの目標に向かって、粘り強く、一日一日確実に頑張っていきましょう。 

くれぐれも、自分のため、自分の周りにいる人々のため、健康には注意してください。 

発行：加須市立北川辺中学校 
住所：加須市麦倉 3705 番地 

電話：０２８０（６２）２４０２ 
F A X：０２８０（６２）２７６８ 
令和６年 1月 11日 第９号 

【学校教育目標】「知性を磨く 心豊かな たくましい生徒」 

【生徒数】 １学年８０人 ２学年５７人 ３学年８３人 合計２２０人 

【目指す学校像】 「三者一体型の教育活動による 笑顔あふれる学校」 

１月は「決意する」月         校長 山村 一久 

 



 

 

 

   【 １月の行事予定 】 
■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行 事 等 

１ 月 冬季休業日  学校閉庁日 

２ 火 学校閉庁日 

３ 水 学校閉庁日 

４ 木  

５ 金  

６ 土  

７ 日  

８ 月 国民の祝日（成人の日） 

９ 火 第３学期始業式 

10 水 給食開始 

11 木  

12 金  

13 土  

14 日  

15 月  

16 火 学年朝会 

17 水  

18 木 専門委員会 

19 金 新入生説明会 

20 土  

21 日  

22 月 ふれあいデー 県内私立高校入試集中日 

23 火 スキー教室   県内私立高校入試集中日 

24 水 スキー教室 

25 木 スキー教室 

26 金  

27 土  

28 日  

29 月 進路検討委員会 

30 火 生徒朝会 

31 水  

2/6 火 ３年期末テスト 

７ 水 ３年期末テスト 県公立高校出願期間 

８ 木 県公立高校出願期間 

９ 金 ２年校外学習  県公立高校出願期間 

14 木 県公立高校志願先変更期間 

15 金 県公立高校志願先変更期間 

■加須給食センター栄養教諭の松澤莉果先生をお迎えし

て、ご講演をいただきました。テーマは「中学生の食事の在

り方」。■私たちが、日常、健康に生活するために必要な栄

養やエネルギーについて教えていただきました。■講演の

途中では、一日に必要なエネルギーの算出方法に基づき、自

分のそれを求めてみました。■いずれにしても、勉強におい

て脳を活発に使うこと・体育等において体を活発に使うこ

とを踏まえ、栄養面やエネルギー面を考えて、朝ごはんをし

っかり食べて登校することが必要不可欠であることを再確

認することができました。■保護者様にも、このことにご理

解をいただき、引き続きご協力をお願いいたします。 

■年が明けた１月１日の１６時１０分頃、能登半島地震

は発生しました。加須市では震度３を観測しました。■１

月８日の段階で、お亡くなりになられた方は１６８名。安

否不明者２３２３名。家屋が倒壊し、自宅に戻ることので

きなくなった方も多数いらっしゃるとニュース報道で見

聞きします。停電・断水・食料不足等により、寒さ・空腹・

不安等と闘いながらの生活が続きます。■ある男性は、奥

様と子供が家屋の下敷きになりました。救出が間に合わ

ず、その男性の目の前で亡くなられたそうです。■また、

ある男性は、奥様と子供４人を一瞬にして失いました。子

供の一人である２１歳の息子さんは、東京の料理店で働

き、おせち料理を持って帰省中でした。将来は石川県の金

沢でお店を出す夢を持っていたそうです。■被害の全容

はいまだ明らかになっていません。■亡くなられた方々

にお悔やみを申し上げるとともに、被災された皆様並び

にそのご家族に心よりお見舞いを申し上げます。■現在、

経済界・芸能界・スポーツ界など、多方面から支援の輪が

広がっています。■生徒の皆さんには、地震は決して他人

事ではなく、東日本大震災や今回の能登半島地震のよう

な大地震が、いつまた起こりうるかもしれないことを頭

の片隅に置いて生活してほしいと思います。■北川辺地

域がそのような状況におかれた場合、つまり、生徒が家族

と離ればなれになった時、お父さんやお母さんをはじめ

とする、ご家族との連絡方法や避難場所について、平穏な

日頃から話し合い、決めておくことが必要です。■万全な

準備というものはないと思いますが、学校で被災した場

合、お子様を確実に保護者にお戻しできるよう、避難訓練

や防災教育を進めてまいります。 

 


